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矢
部
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明
著

1943年神奈川県生まれ。東北大学文学部美術史科修了。東京国立博物館工芸課長、郡山市立美術館館長を経て、現在、
人間国宝美術館館長、東京国立博物館名誉館員。
主な著書に、『千利休の創意  冷・凍・寂・枯からの飛躍』（角川書店 1995）、『古田織部 桃山文化を演出する』（角川書店 
1999）、『武野紹鷗  茶の湯と生涯』（淡交社 2002）、『茶人豊臣秀吉』（角川書店 2002）、『茶の湯の祖  珠光』（角川書店 
2004）、『武将茶人  上田宗箇』（角川学芸出版 2006）、『エピソードで綴る茶入物語』（宮帯出版社 2011）、『エピソードで綴
る戦国武将茶の湯物語』（宮帯出版社 2014）、編著に、『角川日本陶磁大辞典』（角川学芸出版 2011）など多数がある。

著者プロフィール
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定価
2,700円＋税

鎌
倉
時
代
に
請
来
さ
れ
た
唐
物
は
義
満
、
義
政
な
ど
に
よ
り
珍
重
さ
れ
、
信
長
、
秀
吉
、
家
康
な

ど
天
下
人
や
戦
国
武
将
た
ち
に
よ
っ
て
名
物
と
し
て
継
承
さ
れ
る
が
、
わ
び
茶
の
誕
生
、
町
衆
の

台
頭
に
よ
っ
て
、
そ
の
価
値
観
に
は
微
妙
な
変
化
が
生
じ
、
や
が
て
多
様
な
文
物
群
へ
と
広
が
っ

て
ゆ
く
。
遠
州
や
不
昧
に
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て
誕
生
し
た
中
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大
名
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な
ど
も
含
め
、
そ
の
価
値
観
の

変
遷
と
そ
れ
を
支
え
た
人
び
と
の
ド
ラ
マ
を
解
き
明
か
す
。
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利
休
の
茶
の
湯
に
対
し
、
武
将
の
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か
ら
そ
の
推
移
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ら
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養
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武
将
た
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に
よ
る
、「
名
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」
を
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し
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に
満
ち
た
そ
の
茶
の
湯
と
は
、
い
っ
た
い
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か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
歴
史
的
変
遷
を
背
景
に
、
武
家
茶
の
湯
が
拠
っ
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立
つ
そ
の
立
脚
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